
兵庫県がん診療連携協議会 がん登録部会主催 

令和３年度 第２回 兵庫県院内がん登録実務者ミーティング 議事録 

 

日 時：令和４年２月９日（木）１４時～１６時 

場 所：オンライン（ZOOM）会議 

出席者：６７名（内訳：医療機関４０施設６６名、兵庫県健康福祉部健康局疾病対策課１名） 

当番病院（司会）：近畿中央病院  
 

１．開 会 

兵庫県がん診療連携協議会 がん登録部会副部会長 山口真理子（兵庫県立がんセンター 診療情報管理室主査） 
 

２．挨 拶 

兵庫県がん診療連携協議会 がん登録部会副部会長 安東正子（姫路赤十字病院 がん診療連携課がん登録係長） 
 

３．兵庫県がん診療連携協議会ホームページ公表案について 

兵庫県がん診療連携協議会 がん登録部会副部会長 山口真理子（兵庫県立がんセンター 診療情報管理室主査） 

（１）協議会ホームページへの「２０１９年症例がん登録施設別治療別集計」公表スケジュール説明 

（２）各施設別、部位別登録数および３大がん種別治療法別登録数の公表にあたって 

 各医療機関のがん登録数、治療数の公表案が出され、本ミーティング内にて承認を得る。 

２月１７日の県幹事会で報告し承認後、今年度末までに公表予定である。 

（３）各施設の治療集計数１０件以下公表値について 

今年度より、国立がん研究センターのホームページ上で１０件以下公表値を閲覧できるようになった（※全

国集計届出を行った施設限定、閲覧は自施設の数値に限る）。閲覧方法は、国立がん研究センターからのメー

ルで確認いただきたい。 

（４）院内がん登録生存率集計の動きについて 

・国立がん研究センターによる予後調査支援は２０１５年症例で終了する。 

２０１６年症例以降の予後情報については、全国がん登録情報還元申請が必要となる。 

 ・がん登録推進法第２０条に基づき全国がん登録から還元された予後情報の取扱いについて、医療機関は同

法第３０条から第３４条に基づき適切な管理、利用が求められる。各施設は、院内がん登録運用マニュア

ル（国立がん研究センター発行）に則り院内のセキュリティーポリシーや運用管理規程を整え、申請様式

に盛り込む必要がある。 

 

４．全国がん登録の予後情報還元申請方法、必要な院内整備や院内がん登録規程について 

  兵庫県健康福祉部健康局疾病対策課がん・難病対策班 野津 章子 

（１）予後情報提供までの流れ、具体的な申請方法は、配布資料「全国がん登録情報の病院等への提供につい

て」を参照する。 

（２）申請書類は兵庫県ホームページ（健康医療福祉→医療→がん対策→全国がん登録）からダウンロード出来

る。申請に係る関係資料も同ページに掲載しているため確認いただきたい。また、申請書については記入

例に則り以下のルールで記載する。 

    ・様式第2-2号、様式第2-3号は、院内にて決裁後、院長名にて申請する。 

・様式第2-2号別紙「２利用者の範囲」の利用者名と様式第2-3号別紙の利用者名に相違がないよう記載

する。 

 ・様式第2-2号別紙「６利用場所、利用する環境、保管場所及び管理方法」については、各施設で実施し

ているセキュリティーを踏まえた措置を抜粋して記載し、その根拠となる運用管理規程やマニュアルを

添付する。物理的、技術的の項目に近づけるよう可能な限り院内の環境を整えていただきたい。 

 

５．質疑応答 

  当番病院（近畿中央病院）より質問し、実際に全国がん登録の予後情報還元を受けた姫路赤十字病院と県立が

んセンターが回答した。                                      

以上 


